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広島県における基質拡張型βラクタマーゼ（ESBL）産生菌のサーベイランスにおいて、メ
ロペネム(MEPM)に耐性を持ちながら同系統の薬剤であるイミペネム（IPM）に感受性を示
す Klebsiella pneumoniaeを同定してきた。その特殊な表現型から ISMRK 
(Imipenem-susceptible meropenem-resistant Klebsiella pneumoniae )と名づけた。
ISMRKのβ-ラクタム感受性特性は、この菌がプラスミド上に保有する blaIMP-6に由来する




15株は blaIMP-6保有株、1株は blaIMP-1保有株であった。残りの K. pneumoniae 3株、K. 























わめて類似しており、アミノ酸 1残基ないし 2残基異なるのみである。これら 4つの亜型
を DNA配列で比較した場合、7箇所の変異がみられた。同じ IMP-1でもアミノ酸に影響








る遺伝子として blaIMP-6、blaIMP-1以外に新規 blaIMP-34遺伝子を同定した。 
 
